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○
総
務
省
告
示
第
百
六
十
一
号 

　

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
総
理
府
令
第
五
十
五
号
）
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の

二
、
第
十
六
条
の
二
の
八
第
三
項
第
六
号
、
第
二
十
八
条
の
五
十
四
第
五
号
の
二
イ
、
第
二
十
八
条
の
五
十
九
の
二
第

二
項
第
八
号
ロ

、
同
条
第
四
項
第
二
号
及
び
同
条
第
六
項
第
二
号
ロ

、
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号

(２)
(ⅰ)

(１)
(ⅲ)

ハ
、
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
、
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
並
び
に
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
昭
和
四
十

九
年
自
治
省
告
示
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

令
和
七
年
五
月
十
四
日 

総
務
大
臣　

村
上
誠
一
郎 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改　

正　

後

改　

正　

前

（
屋
内
貯
蔵
所
の
架
台
の
基
準
） 

 

第
四
条
の
二
の
二　

規
則
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
二
の
告
示
で
定
め
る
架
台
は
、
床
に
直
接
設
け
ら

［
新
設
］

れ
、
又
は
堅
固
な
基
礎
に
固
定
し
て
設
け
ら
れ
た
レ
ー
ル
に
沿
つ
て
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
つ

て
、
容
易
に
転
倒
し
な
い
構
造
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
蓄
電
池
の
基
準
） 

 

第
四
条
の
二
の
三　

規
則
第
十
六
条
の
二
の
八
第
三
項
第
六
号
、
第
二
十
八
条
の
五
十
四
第
五
号
の
二
イ
、
第
二
十

［
新
設
］

八
条
の
五
十
九
の
二
第
四
項
第
二
号
、
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
、
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ハ
並
び
に

第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
蓄
電
池
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｃ
八
七
一
五

―
二
「
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池
及
び
電
池
シ
ス
テ
ム
―
第
二
部
：
安
全
性
要
求
事
項
」
若
し
く
は

日
本
産
業
規
格
Ｃ
四
四
四
一
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
―
電
力
シ
ス
テ
ム
に
接
続
さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
安
全
要
求
事
項
―
電
気
化
学
的
シ
ス
テ
ム
」
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上

の
出
火
若
し
く
は
類
焼
に
対
す
る
安
全
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
敷
地
境
界
線
の
外
縁
に
存
す
る
施
設
） 

（
敷
地
境
界
線
の
外
縁
に
存
す
る
施
設
） 

第
四
条
の
二
の
四　

［
略
］

第
四
条
の
二
の
二　

［
同
上
］

（
遮
蔽
板
の
基
準
） 

 

第
六
十
八
条
の
二
の
二　

規
則
第
二
十
八
条
の
五
十
九
の
二
第
二
項
第
八
号
ロ

及
び
同
条
第
六
項
第
二
号
ロ

［
新
設
］ 
(２)
(ⅰ)

(１)

の
告
示
で
定
め
る
遮
蔽
板
は
、
そ
の
材
料
が
次
の
各
号
に
定
め
る
耐
火
試
験
に
合
格
し
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同

 

(ⅲ)等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一　

耐
火
試
験
は
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

 

イ　

加
熱
炉
に
試
験
材
を
次
の
図
の
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。 

 

ロ　

加
熱
炉
に
よ
り
、
試
験
材
の
片
面
を
加
熱
し
、
非
加
熱
面
で
の
火
炎
、
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
の
有
無
を
確

 

認
す
る
と
と
も
に
、
非
加
熱
面
側
の
温
度
を
測
定
す
る
こ
と
。 

 

ハ　

試
験
材
の
一
辺
の
長
さ
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

ニ　

加
熱
は
、
炉
内
の
温
度
の
時
間
経
過
が
次
の
式
で
表
さ
れ
る
数
値
と
な
る
よ
う
に
行
う
こ
と
。 

 

＝34
5lo

g10
(8
ｔ

＋1)

＋2
0 

 
Ｔ

Ｔ
は
、
平
均
炉
内
温
度
（
単
位　

℃
） 

 

ｔ
は
、
試
験
の
経
過
時
間
（
単
位　

分
） 

 

ホ　

非
加
熱
面
側
の
温
度
は
、
当
該
面
か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
測
定
す
る
こ
と
。 
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加熱炉

加熱炉に接する試験材
30㎝以上

非加熱面の測定位置断熱材

断熱材

30㎝
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二　

耐
火
試
験
の
合
格
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ　

試
験
開
始
か
ら
六
十
分
間
、
次
の

か
ら

ま
で
を
満
た
す
こ
と
。 

(１)

(３)

　

非
加
熱
面
側
に
十
秒
を
超
え
て
継
続
す
る
火
炎
の
噴
出
が
な
い
こ
と
。 

(１)　

非
加
熱
面
で
十
秒
を
超
え
て
継
続
す
る
発
炎
が
な
い
こ
と
。 
(２)　

火
炎
が
通
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
こ
と
。 

(３)
ロ　

試
験
開
始
か
ら
六
十
分
後
に
お
け
る
非
加
熱
面
側
の
温
度
の
値
が
八
十
度
を
超
え
な
い
こ
と
。 

２　

第
一
項
の
遮
蔽
板
は
、
蓄
電
池
か
ら
水
平
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
し
て
設
置
す

る
こ
と
と
す
る
。 

３　

第
一
項
の
遮
蔽
板
は
、
堅
固
な
床
に
固
定
し
、
又
は
容
易
に
転
倒
及
び
移
動
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
蓄
電
池
設
備
の
基
準
） 

（
蓄
電
池
設
備
の
基
準
） 

第
六
十
八
条
の
二
の
三　

規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
二
項
及
び
第
五
項
第
四
号
、
第
三
十
五
条
の
四
第
三

第
六
十
八
条
の
二
の
二　

規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
二
項
及
び
規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
五
項
第
四

項
、
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ
並
び
に
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
日
本
産

号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｃ
八
七
一
五
―
二
「
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池
及
び

業
規
格
Ｃ
八
七
一
五
―
二
「
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池
及
び
電
池
シ
ス
テ
ム
―
第
二
部
：
安
全
性
要

電
池
シ
ス
テ
ム
―
第
二
部
：
安
全
性
要
求
事
項
」
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｃ
四
四
四
一
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯

求
事
項
」
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｃ
四
四
四
一
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
―
電
力
シ
ス
テ
ム
に
接
続

蔵
シ
ス
テ
ム
―
電
力
シ
ス
テ
ム
に
接
続
さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
安
全
要
求
事
項
―
電
気
化
学

さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
安
全
要
求
事
項
―
電
気
化
学
的
シ
ス
テ
ム
」
に
適
合
す
る
も
の
又
は

的
シ
ス
テ
ム
」
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
出
火
若
し
く
は
類
焼
に
対
す
る
安
全
性
を
有
す
る

こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
出
火
若
し
く
は
類
焼
に
対
す
る
安
全
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
水
源
の
特
例
） 

 

第
六
十
八
条
の
二
の
四　

規
則
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
⑶
の

［
新
設
］

告
示
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
送
水
口
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
容
易
に
接
近
で
き
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。 

二　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
送
水
口
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距
離
に
消
防
用
水
、
消
火
栓
又
は
消
防
法
施
行

規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
三
十
四
条
の
二
の
指
定
消
防
水
利
が
存
し
、
当
該
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
が
放
射
能
力
範
囲
（
開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
放
射
区
域
）

を
三
十
分
間
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
以
上
の
量
の
水
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

（
蓄
電
池
設
備
を
収
納
す
る
鋼
製
の
棚
の
基
準
） 

 

第
六
十
八
条
の
二
の
五　

規
則
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
鋼
製
の
棚
は
、
高
さ

［
新
設
］

二
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。 

一　

棚
に
設
け
る
蓄
電
池
の
容
量
が
百
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
蓄
電
池
を
百
二
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
以
下
ご
と
に
鋼
製
の
板
で
仕
切
る
こ
と
。 

二　

棚
は
、
幅
二
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
ご
と
に
、
厚
さ
〇
・
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
材
料
で
遮
蔽
す
る
こ
と
。 

三　

棚
の
周
囲
に
は
、
前
号
に
よ
り
遮
蔽
す
る
場
合
又
は
蓄
電
池
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
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（
不
燃
材
料
又
は
難
燃
処
理
を
施
し
た
材
料
で
造
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
る
場
合
を
除
き
、
一
・
二

メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
の
空
地
を
保
有
す
る
こ
と
。

（
容
器
の
特
例
） 

（
容
器
の
特
例
） 

第
六
十
八
条
の
二
の
六　

［
略
］

第
六
十
八
条
の
二
の
三　

［
同
上
］

（
容
器
に
収
納
し
な
い
こ
と
等
が
で
き
る
蓄
電
池
を
貯
蔵
す
る
箱
の
基
準
） 

 

第
六
十
八
条
の
二
の
七　

規
則
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
箱
は
、
次
の
と
お

［
新
設
］ 

り
と
す
る
。 

 

一　

箱
は
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

イ　

箱
の
材
料
は
次
に
定
め
る
耐
火
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

　

耐
火
試
験
は
、
第
一
試
験
及
び
第
二
試
験
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

 

(１)　

第
一
試
験
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

 

(２)

　

加
熱
炉
に
試
験
材
を
次
の
図
の
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。 

 

(ⅰ)　

加
熱
炉
に
よ
り
、
一
枚
の
試
験
材
の
片
面
を
加
熱
し
、
非
加
熱
面
で
の
火
炎
、
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷

 

(ⅱ)
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
。 

 

　

試
験
材
の
一
辺
の
長
さ
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

(ⅲ)　

加
熱
は
、
炉
内
の
温
度
の
時
間
経
過
が
次
の
式
で
表
さ
れ
る
数
値
と
な
る
よ
う
に
行
う
こ
と
。 

 

(ⅳ)Ｔ

＝34
5lo

g10
(8ｔ

＋1)

＋2
0 

 

Ｔ
は
、
平
均
炉
内
温
度
（
単
位　

℃
） 

 

ｔ
は
、
試
験
の
経
過
時
間
（
単
位　

分
） 
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加熱炉

加熱炉に接する試験材
30㎝以上 非加熱面の確認位置

断熱材

断熱材
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第
二
試
験
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

 

(３)

　

加
熱
炉
に
二
枚
の
試
験
材
を
次
の
図
の
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。 

 

(ⅰ)　

試
験
材
の
間
隔
は
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
こ
と
。 

 

(ⅱ)　

加
熱
炉
に
よ
り
、
一
の
試
験
材
の
片
面
を
加
熱
し
、
加
熱
炉
に
接
し
な
い
試
験
材
に
お
け
る
非
加
熱

 
(ⅲ)

面
の
温
度
を
測
定
す
る
こ
と
。 

 
　

試
験
材
の
一
辺
の
長
さ
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

(ⅳ)　

加
熱
は
、

の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

 

(ⅴ)

(２)
(ⅳ)
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加熱炉

加熱炉に接する試験材
30㎝以上

非加熱面の測定位置
断熱材

断熱材

４㎝以内

加熱炉に接しない試験材
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第
一
試
験
の
合
格
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 

(４)

　

試
験
開
始
か
ら
六
十
分
間
、
非
加
熱
面
側
に
十
秒
を
超
え
て
継
続
す
る
火
炎
の
噴
出
が
な
い
こ
と
。 

 

(ⅰ)　

試
験
開
始
か
ら
六
十
分
間
、
非
加
熱
面
で
十
秒
を
超
え
て
継
続
す
る
発
炎
が
な
い
こ
と
。 

 

(ⅱ)　

試
験
開
始
か
ら
六
十
分
間
、
火
炎
が
通
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
こ
と
。 

 
(ⅲ)

　

第
二
試
験
の
合
格
の
基
準
は
、
試
験
開
始
か
ら
六
十
分
後
に
お
け
る

の
温
度
が
八
十
度
を
超
え
な

 

(５)

(３)
(ⅲ)

い
こ
と
と
す
る
こ
と
。 

 

ロ　

炎
又
は
熱
が
容
易
に
伝
ぱ
す
る
よ
う
な
隙
間
を
有
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

ハ　

次
号
ロ
の
最
大
重
量
の
物
品
を
収
納
し
、
か
つ
、
次
号
ハ
の
最
大
積
載
高
さ
に
同
種
の
箱
を
重
ね
て
積
載

 

し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

　

当
該
箱
の
上
部
に
か
か
る
荷
重
に
よ
つ
て
生
じ
る
当
該
箱
の
鉛
直
方
向
の
応
力
が
許
容
応
力
を
超
え
な

 

(１)
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

　

十
五
度
傾
け
た
場
合
に
、
転
倒
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

(２)
ニ　

機
械
に
よ
り
荷
役
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
荷
役
に
よ
り
加
わ
る
衝
撃
に
対
し
、
十
分
な
強
度
を
有

 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二　

箱
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
次
の
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。 

 

イ　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
収
納
し
て
い
る
旨 

 

ロ　

収
納
す
る
物
品
の
最
大
重
量 

 

ハ　

最
大
積
載
高
さ 

ニ　

最
大
積
み
重
ね
荷
重 

ホ　

機
械
に
よ
り
荷
役
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
表
示
（
機
械
に
よ
り
荷
役
し
な
い
も
の
に
限
る
。
） 

三　

箱
の
最
大
積
載
高
さ
は
、
六
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

 
 

（
運
搬
容
器
の
特
例
）

（
運
搬
容
器
の
特
例
）

 

第
六
十
八
条
の
三　

規
則
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
運
搬
容

第
六
十
八
条
の
三　

［
同
上
］

 

器
は
、
規
則
別
表
第
三
又
は
別
表
第
三
の
二
の
基
準
に
適
合
す
る
運
搬
容
器
と
安
全
上
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め

 
 

る
。

一　

第
六
十
八
条
の
二
の
六
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
容
器 

一　

前
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
容
器 

一
の
二　

第
六
十
八
条
の
二
の
六
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
容
器
を
内
装
容
器
と
し
て
フ
ァ
イ
バ
板
箱
（
不
活
性
の

一
の
二　

前
条
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
容
器
を
内
装
容
器
と
し
て
フ
ァ
イ
バ
板
箱
（
不
活
性
の
緩
衝
材
を
詰
め
た

緩
衝
材
を
詰
め
た
も
の
に
限
る
。
）
の
外
装
容
器
に
収
納
し
た
も
の
で
、
第
六
十
八
条
の
五
第
二
項
及
び
第
五

も
の
に
限
る
。
）
の
外
装
容
器
に
収
納
し
た
も
の
で
、
第
六
十
八
条
の
五
第
二
項
及
び
第
五
項
に
定
め
る
基
準

 
 

項
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

に
適
合
す
る
も
の

二　

第
六
十
八
条
の
二
の
六
第
三
号
に
掲
げ
る
容
器
を
内
装
容
器
と
し
て
木
箱
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
箱
又
は
フ
ァ
イ

二　

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
容
器
を
内
装
容
器
と
し
て
木
箱
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
箱
又
は
フ
ァ
イ
バ
板
箱
の
外
装
容

 
 

バ
板
箱
の
外
装
容
器
に
収
納
し
た
も
の

器
に
収
納
し
た
も
の

三　

第
六
十
八
条
の
二
の
六
第
四
号
に
掲
げ
る
容
器
（
運
搬
時
の
荷
重
に
よ
つ
て
当
該
容
器
に
生
ず
る
応
力
に
対

三　

前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
容
器
（
運
搬
時
の
荷
重
に
よ
つ
て
当
該
容
器
に
生
ず
る
応
力
に
対
し
て
安
全
な
も
の

し
て
安
全
な
も
の
に
限
る
。
）

に
限
る
。
）
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（
運
搬
容
器
へ
の
収
納
を
要
さ
な
い
危
険
物
を
収
納
す
る
箱
の
基
準
） 

 

第
六
十
八
条
の
六
の
六　

規
則
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
三
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
箱
は
、
第
六

［
新
設
］ 

十
八
条
の
二
の
七
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一　

運
搬
時
に
加
わ
る
衝
撃
に
対
し
、
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二　

箱
の
最
大
積
載
高
さ
は
、
三
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

（
運
搬
容
器
へ
の
収
納
を
要
さ
な
い
危
険
物
を
運
搬
す
る
方
法
） 

 

第
六
十
八
条
の
六
の
七　

規
則
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
四
号
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
運
搬
す
る
方
法

［
新
設
］

は
、
試
験
又
は
研
究
に
用
い
ら
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
保
安
上
支
障
が
な
い
方
法
に
よ
り
運
搬
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
機
械
に
よ
り
荷
役
す
る
構
造
を
有
す
る
運
搬
容
器
の
表
示
） 

（
機
械
に
よ
り
荷
役
す
る
構
造
を
有
す
る
運
搬
容
器
の
表
示
） 

第
六
十
八
条
の
六
の
八　

［
略
］

第
六
十
八
条
の
六
の
六　

［
同
上
］

備
考　

表
中
の
［　

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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附　

則 
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。 


